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である。故に、γj＝1／（ゴー1）となり、   

〟5＝ ＋＋‥・＋  

で与えられる。  

1 はじめに  

Jl，ち，．‥，んを独立事象列Al，A2，t‥，Amに  

対するindicatorとする。圭 ＝1のとき、  

左をrecordindicatorと呼ぶ。我々の目的は  

Il，I2，．．．， Llを逐次観測し、最後のrecordin－  

dicatorで停止することである（その時、試行  
は成功と見なされる）。Bruss（2000）はこのと  

き成功確率を最大にする最適停止問題を考え、  

次の結果を得た。   

Theoreml．1（Bruss odd theo－  

rem）  

pj＝P（左＝1），勤＝1－pjとし、γJ＝pj／勤  

とおく。このとき、最適停止ルール㌦は臨界  

値5のしきい値ルールとなる。すなわち、㌦  

は時刻s以降最初に出現するrecordindicator  

で停止する。ただし、5は次式で与えられる。  

s＝Sup〈1，Sup〈1≦k≦n：grj≧1〉〉・  
また、このときの成功確率V（れ）は次式で与  

えられる。   

v（れ）＝（抑打  

Remarks：（1）Brussはrjをoddと呼び、Ks＝  

∑完5γjをoddの和と呼んだ。彼はしたがって、  

最適政策をstopatl－algorithmと呼んでいる。  

（2）秘書問題では良く知られているように  

P（左）＝1／J，1≦ブ≦m  

2 Ageneralizedoddtheo－  

rem  

この小論では上述の最適停止問題を少し拡  

張してrecordindicatorで停止を希望しても  

必ずしも停止できるとは限らない場合を考察  

する。もちろん目的は最後のrecordindica－  

torで停止することである。簡単のため、最初  
に、reCOrdindicatorで停止を希望すると確率  

β（出現時刻に無関係に一定）で停止できる  

場合を考える。  

Lemma2．1  

recordindicatorの総数をXとする。すなわ  

ち、ズ＝∑鎧1Jう。このとき、ズの分布は次  

のように与えられる。  

m  

P（ズ＝り＝∑（－1）j‾た  

j＝た   

ここで、  

ち，0≦た≦れ  

ち＝ ∑ p豆1p豆。‥・勒・  
1＜わ＜・・くiJ≦乃  

我々の問題では臨界値5のしきい値ルール  

を次のように解釈する。時刻5以降に出現す  

る最初のrecordindicatorで停止を希望する。  

もし停止すればそれで終了するが、停止しな  
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ければさらに観測を続け次のrecordindicator  

で停止を希望する。以後同様に繰り返して、  

どこかのrecordindicatorで停止するか、あ  

るいは最後の時点れに到達するまで試行を継  

続する。  

IJemma2．2   

Qmを臨界値1のしきい値ルールの下での成  

功確率とすると、これは次式で与えられる。  

また、このときの成功確率V（m）は次式で  

与えられる。  

v（m）＝（真射 （ト椚  

Remark：   

叶  

乃 m－た＋1   

n（1＋γj£）＝1＋∑司甑  
j＝た j＝1  

と書けることに注意すると（2．1）は、  
Q㍑＝（践）  

m  

∑（－1）j（βj－1）ち・  

J＝1  

〈1，Sup〈1≦た≦れ：壇 ≦た≦れ：βⅢ 
畔＝  ∑ γ五1γ査。…γ豆J・  

た＜わ＜・‥＜豆J≦m  

と定義すると、ちは次のように表す事ができ  

る。  

Lemma2．3   

ち＝（舶斬糎・  

Lemma2．3を2．2に適用すると次の結果が得  

られる。  

（1＋（1一恥）≧  5＝Sup  

と表される。秘書問題の場合、この結果は拒  

否確率を考慮したSmith（1975）に一致してい  

る。   

停止確率βが出現時刻によって異なる場合も  

Theorem2．5と同様な結果が成立する。   

Theorem2．6  

recordindicatorliでの停止確率がPjのとき、  

最適停止ルールは臨界値5のしきい値ルール  

となる。ただし、5は次式で与えられる。  

5＝Sup〈1ヰ≦た≦m：宕βブせ＋…）≧1 〉〉  

Lemma2．4  

Qれ＝（真鶴）  
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以上より次の結果を得る。   

Theorem 2・5（Generalized odd  
theorem）  

最適停止ルールJれは臨界値5のしきい値ルー  

ルとなる。5は次式で与えられる。  

れ－た＋1  

≦た≦れ‥∑（1－β）巨1囲jた）  

J＝1  

β＝Sup  

ー111－   
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